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はじめに

 ハーバーマスは、なぜコールバーグ理論を導入したのだろうか。コールバーグ理論を導入

することによって、経験的研究と哲学的研究の結びつきを志向するハーバーマスの理論に

もたらされたことは、何だったのだろうか。

『社会化の理論と研究に関するハンドブック』（ 1 9 6 9 ）に収められているコールバーグの

論文「段階と順序――認識発達の立場からみた社会化」を監訳した永野重史が述べているよ

うに、「コールバーグは、道徳性の発達に関して、『判断』の役割を重視することで有名」

（永野 1 9 8 7 : ii）であり、彼の考案した道徳性の発達段階は、道徳教育に大きな影響を与え

ている１。

コールバーグの道徳性の発達段階に対しては、ケア論の立場からすでに次のような批判

がなされている。「ケアしながら、ケアする能力によって自分自身を見定める、このような

関与は、コールバーグの『第 6 段階』の道徳性にとって代わる女性的な立場をあらわしてい

る。第 6 段階では、道徳的に思考するひとは、最も高次な原理――人間愛とか誠実さとか苦

しみからの救いとかに、それぞれの位置づけにふさわしい価値を与えるために、道徳的推論

の段階を配列し直すことができる――に訴えることで、個別的な道徳原理を超える。しか

し、ケアするひととしての女性は、諸原理間で優先順位を配列し直すことにそれほど関心を

もっていない。むしろ、ケアを維持し、高めることに関心がある。具体的な状況から、演繹

的な論証の定式化を許す諸要素を抽出するのではない。むしろ、敏感で、受容的で、責任あ

る行為主体として、具体的な状況にとどまる。このようなケアリングの方向定位の結果とし

て、女性は、コールバーグによって、第 3 段階、すなわち道徳的な行為主体が『よい子』で

ありたいと思う段階で『のびなやんでいる』とみなされている。けれども、よくありたいと

いう願望、いまここでケアされているひとに応えてケアするひとでありたいという願望は、

倫理的行動に、健全で、うるわしいもうひとつの基礎を提供する」 (N odding s  

1 9 8 4 : 4 2 = 2 0 1 2 : 6 6 - 6 7 )。ケア論からのこうした批判がおこなわれた後も、ハーバーマスはコー

ルバーグ理論を擁護している。

ハーバーマスとコールバーグの理論的出会いは、1 9 6 0 年代後半から 7 0 年代前半にさかの

ぼる。その始まりは、社会学的観点からみた、社会における若者の成長モデルに関する研究

であった。ハーバーマスは、コールバーグの理論に含まれている隠れた規範的内容をとりだ

し、コミュニケーション論的に組み替えようとしたのである。そこで、ハーバーマスは、コ

ールバーグ理論に対して、 1 9 7 0 年代半ば、コミュニケーション論的観点から批判的考察を

行った。
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 これまで、ハーバーマスの視点から↷ᑕされたコールバーグ理論の研究は、あまり༑分に

なされてこなかった㸰。そのため、ᮏ✏の┠的は、ハーバーマスとコールバーグの視点のඹ

㏻性と┦㐪性について᫂らかにするとྠ᫬に、୧者の視点の㐪いが後のハーバーマスの理

論にどのような影響を与えたのかについて考察することにある。

１㸬社会㐍化モデルを経験的に提♧したコールバーグ

 1 9 7 0 年代前半から半ばにかけて、ハーバーマスは、R . D oeb ert , G . N unner- W inkl erらとྲྀり

くんでいた「後ᮇ㈨ᮏ主⩏社会におけるコンࣇリクࢺと㏥行のࢸ࣏ンシࣕル」、「㟷年ᮇ（1 7

ṓ~ 2 0 ṓ）の༴ᶵとア࢖デン࢕ࢸ࢕ࢸᙧ成」に関する研究のなかで、㟷年ᮇのア࢖デン࢕ࢸ

ᙧ成と道徳的な▱の関ಀに╔┠するようになった。1࢕ࢸ 9 7 4 年 7 ᭶ࣛࣇンクࣇルࢺ社会研

究ᡤ๰立 5 0 ࿘年をグᛕしたㅮ演の୰で、ハーバーマスは、経験的研究の୍つとしてコール

バーグ理論をྲྀりあࡆている。

ᙜ᫬、ハーバーマスがヨみたことは、཯実証理論の立場にたち、経験的理論に見られる規

範的内容をとりだし෌ᵓ成する（R ekons t ruc kt ion）ことであった。なぜなら、経験的理論に

含まれる規範的内容をྲྀり出すことは、ハーバーマスにとって、᪂たな批判理論の提案につ

ながると思われたからである。ハーバーマスは、ࣛࣇンクࣇルࢺ学ὴ第୍世代に位置づけら

れるアドルࣀからの方向㌿᥮について、次のように述べている。ハーバーマスはアドルࣀの

『ྰ定ᘚ証ἲ』から、「内的自↛をࡡじまࡆるなどといった୙ᖾな代ൾをᨭᡶうことなく自

⏤をྍ能にする自ᡃྠ୍性、このような自ᡃྠ୍性の規定のア࣏リアを含んだᒎ㛤」

（Hab erm as 1 9 7 6 : 6 6 = 2 0 0 0 : 7 2 ）をㄞみとった。ハーバーマスはアドルࣀから╔᝿をᚓて、人

間の成長発達にみられる規範的内容としての自ᡃྠ୍性に、対ᢠᵓ㐀としてのྍ能性を見

いだしたのである。

ハーバーマスは、自ᡃྠ୍性に関する発達論をձ分ᯒ的自ᡃ心理学、ղ認▱的発達心理

学、ճ㇟ᚩ的┦஫行為論の୕つに分㢮し、それらにඹ㏻することを次のように述べている。

1 㸬成人した主体のゝㄒ能力と行為能力は、成⇍㐣⛬と学⩦㐣⛬が⤫ྜされた結果である。

2 㸬ゝ ㄒ能力と行為能力をそなえた主体のᙧ成㐣⛬（B il dung s p roz es s ）は、」㞧さをቑして

いく発達の段階であり、その発達段階は୙ྍ㏫的である。そこでは、いかなる段階も㣕び㉺

すことはできないのであり、高次の段階はその前の段階の内容を含んでいる。

3 㸬人間ᙧ成㐣⛬（ B il dung s p roz es s ）は、୙㐃⥆的であるだけではなく、成⇍の༴ᶵをはら

んでもいる。༴ᶵを⏕⏘的にゎỴしたという経験は、後の༴ᶵをඞ᭹する᮲௳である。

4 㸬人間ᙧ成㐣⛬の発達の方向は、自ᚊ（A ut onom ie）がቑ大してࡺくことである。ここで

いう自ᚊは、主に⊂立していくことをព࿡する自立（U nab h aeng ig keit）として考えられてお

り、その自立のព࿡内容はຠ果的なၥ㢟ゎỴができるというၥ㢟ゎỴ能力の⋓ᚓである。

5 㸬自ᡃྠ୍性（ I dent it aet）は、ある✀の୍㈏した要ồを‶㊊さࡏるゝㄒ能力と行為能力

をそなえた主体の能力をព࿡している。ここで述べられている自ᡃྠ୍性は、認識的な前提
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に౫Ꮡするが、社会的な┦஫行為のなかでᙧ成される能力のことである。ྠ ୍性はまࡎ社会

シス࣒ࢸに⤫ྜされるような「社会化（V erg es el l s c h af t ung ）によって⏕ࡎる」が、後に、そ

うした社会シス࣒ࢸに対して自立するという「個性化（ I ndiv iduierung ）」をᒎ㛤する

（Hab erm as  1 9 7 6 : 6 8 = 2 0 0 0 : 7 4 ）。

6 㸬学⩦（L ernen）の重要な࣓࢝ニ࣒ࢬは、እ的なᵓ㐀から内的なᵓ㐀࡬㌿化していくこ

とにある。この㌿化は、すでにࣆア࢙ࢪが述べた内㠃化のことであり、その内㠃化を能動的

にくりかえすことによって、自立が⋓ᚓされる。

௨ୖの 6 点に対し、ハーバーマスは、自ᡃྠ୍性と道徳ព識との関わりという観点から、

さらに経験的に内容㇏かなᒎ㛤ができるはࡎだと考え、コールバーグの道徳性の発達段階

にὀ┠する。ハーバーマスは、次のように述べている。「自ᡃྠ୍性はᬑ㐢的なコミュニケ

ーション࣭ࣞ࣋ルの認識的優位性をồめるばかりではなく、自ᕫ自身のḧồをコミュニケー

ションᵓ㐀のなかでṇᙜ化することのできる能力」（Hab erm as  1 9 7 6 : 7 4 = 2 0 0 0 : 8 0 ）もồめて

いる。すなわち、道徳ព識の発達がコミュニケーションと人᱁発達の重要な୍㒊であるとᤊ

えたのである。

ハーバーマスは、自ᡃྠ୍性のᒎ㛤のなかに、自らの行為をㄝ᫂することのできるコミュ

ニケーション的な道徳ព識の発達を見いだした。この点について、「道徳の発達と自ᡃྠ୍

性」論文を収めている『史的၏≀論の෌ᵓ成』をⱥ訳したマッ࢝ーシー（T h om as  M c C art h y ）

は、次のように述べている㸱。「ハーバーマスは人᱁ᵓ㐀と社会ᵓ㐀、ア࢖デン࢕ࢸ࢕ࢸの

ᙧと社会⤫ྜのᙧの┦஫౫Ꮡから始めている。しかし、ハーバーマスがᒎ㛤している社会心

理学的ᯟ組みは、⢭⚄分ᯒの㐺応௨ୖのことを含んでいる。すなわち、心理ゝㄒ学、認識心

理学から社会的┦஫主⩏や⢭⚄分ᯒにいたるいくつかの㡿ᇦにおける発達研究

（dev el op m ent al  s t udies ）にしめされているような、自ᡃ（あるいは自ᕫ）発達の⤫ྜされた

モデルである」（M c C art h y  1 9 9 5 : x ix ）。自ᡃྠ୍性のᙧ成が社会のありかたやコミュニケー

ションとᐦ᥋に結びついていることにẼづいたハーバーマスは、「個体発⏕を、ゝㄒ発達、

認識発達、┦஫行為発達、自 （ᡃ自ᕫ）発達の┦஫౫Ꮡࢭࣟࣉスとしてゎ㔘した」（M c C art h y  

1 9 9 5 : x x ）のである。ここにあࡆた最ึの୕つ、すなわち、ゝㄒ発達、認識発達、┦஫行為発

達はそれぞれにおいて発ᒎするが、「自ᡃの発⏕は、それらから分㞳して⏕じる発達ではな

く、それらを⿵うようなࢭࣟࣉスに位置」づけられている。すなわち、「自ᡃの発達は、ゝ

ㄒᵓ㐀、思考、行為のなかに『内的自↛』を⤫ྜすることを㏻して、あるいはそのなかで発

ᒎする」（M c C art h y  1 9 9 5 : x x ）ものであるとᤊえられている。

「道徳の発達と自ᡃྠ୍性」論文は、先に述べたように、自ᡃྠ୍性とはさまࡊまな要素

が」㞧にかかわりあっている、ということに↔点をあてたものであり、マッ࢝ーシーによれ

ば、その୰心にあるのが道徳ព識の発達である。「ハーバーマスは、道徳ព識の動ᶵのഃ㠃、

すなわち発達ࢭࣟࣉスの心的ࢼ࢖ࢲミクスを考察している」（M c C art h y  1 9 9 5 : x x i）。このよ

うに、コールバーグのᯟ組みを⏝いながら、「ハーバーマスは、┦஫行為能力の発ᒎにふく
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ハーバーマスは、自ᡃྠ୍性に関する発達論をձ分ᯒ的自ᡃ心理学、ղ認▱的発達心理

学、ճ㇟ᚩ的┦஫行為論の୕つに分㢮し、それらにඹ㏻することを次のように述べている。

1 㸬成人した主体のゝㄒ能力と行為能力は、成⇍㐣⛬と学⩦㐣⛬が⤫ྜされた結果である。

2 㸬ゝ ㄒ能力と行為能力をそなえた主体のᙧ成㐣⛬（B il dung s p roz es s ）は、」㞧さをቑして

いく発達の段階であり、その発達段階は୙ྍ㏫的である。そこでは、いかなる段階も㣕び㉺

すことはできないのであり、高次の段階はその前の段階の内容を含んでいる。

3 㸬人間ᙧ成㐣⛬（ B il dung s p roz es s ）は、୙㐃⥆的であるだけではなく、成⇍の༴ᶵをはら

んでもいる。༴ᶵを⏕⏘的にゎỴしたという経験は、後の༴ᶵをඞ᭹する᮲௳である。

4 㸬人間ᙧ成㐣⛬の発達の方向は、自ᚊ（A ut onom ie）がቑ大してࡺくことである。ここで

いう自ᚊは、主に⊂立していくことをព࿡する自立（U nab h aeng ig keit）として考えられてお

り、その自立のព࿡内容はຠ果的なၥ㢟ゎỴができるというၥ㢟ゎỴ能力の⋓ᚓである。

5 㸬自ᡃྠ୍性（ I dent it aet）は、ある✀の୍㈏した要ồを‶㊊さࡏるゝㄒ能力と行為能力

をそなえた主体の能力をព࿡している。ここで述べられている自ᡃྠ୍性は、認識的な前提
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まれるスࢸーࢪをకう能力段階をᩚ理することによって、よりᗈい行為論的なᯟ組みのな

かに、コールバーグモデルをおいている」（M c C art h y  1 9 9 5 : x x i）。すなわち、自ᡃྠ୍性は、

༢に個人の内㠃の成長というよりは、ゝ ㄒ、認識、┦஫行為の発達に関わりながらᒎ㛤して

いくのであり、その୰に、道徳ព識の発達が含まれるのである。ここで述べられている道徳

ព識とは、社会ṇ⩏の判断に関わることであり、何が社会のなかでṇᙜなことなのか、それ

をどのように自ᕫ自身がᤊえているのかに関わることである。それでは、このような道徳ព

識は、どのように育まれるのだろうか。

ハーバーマスは、コールバーグの道徳性の発達段階にみられる行為コンࣇリクࢺのゎỴ

方ἲを、「討議というᡭ段を⏝いたコミュニケーション的行為、すなわち、஢ゎに定位した

行為の⥅⥆として理ゎ」（Hab erm as  1 9 7 6 : 7 4 = 2 0 0 0 : 8 1 ）できるとᤊえた。すなわち、道徳ព

識はコミュニケーションを㏻して育まれると考えたのである。それࡺえ、ハーバーマスにと

って、子どもの認識能力は「コミュニケーションにཧຍできる能力」（Hab erm as  

1 9 7 6 : 7 4 = 2 0 0 0 : 8 3 ）としてᤊえられる。

2 㸬第 6 段階の୙༑分さ
ハーバーマスは、コールバーグの経験的研究を「役割行動の୍⯡的な有ຠ性と道徳ព識を

結びつけること」（Hab erm as  1 9 7 6 : 7 6 = 2 0 0 0 : 8 3 ）を㏻して、┦஫的なコミュニケーションの

観点から、理論的に論じなおそうとした。ハーバーマスがὀ┠したことは、「社会的役割と

行為規範とのጇᙜ性を␲うことを学び始め」ると「対立しあう規範をホ価できる原理」が⏕

まれ、討議の段階に入ることである（Hab erm as  1 9 7 6 : 7 7 = 2 0 0 0 : 8 5 ）。

ハーバーマスは、このような規範をホ価する原理と自ᡃྠ୍性のࢭࣟࣉスとをむすびつ

け、次のようにゎ㔘している。自ᡃྠ୍性は、まࡎ、自↛的ྠ୍性（⫗体とのྠ୍性）から

始まり、シン࣎ル的ྠ୍性（役割理ゎ）࡬発ᒎし、最⤊的には自ᕫྠ୍性࡬⮳る。この自ᕫ

ྠ୍性は、「具体的な役割や≉Ṧな規範シス࣒ࢸから⊂立していると主ᙇできる人᱁

（P ers on）」（Hab erm as  1 9 7 6 : 8 0 = 2 0 0 0 : 8 7 ）になる、ということである。この最後の段階にお

いて、社会័⩦的な規範と「規範が⏕み出される原๎とをཝᐦに༊別」（Hab erm as  

1 9 7 6 : 8 0 = 2 0 0 0 : 8 7 ）することができる。すなわち、原理的に判断することができるのである。

最⤊的な自ᕫྠ୍性の段階、ゝいかえれば、人᱁の段階とは、「୧立しえない役割ᮇᚅに

直㠃しても、୍ 㐃の▩┪した人⏕の諸᫬ᮇをくࡄりࡠけるにあたっても、ᩚ ྜ性の要ồを‶

たすことのできる何者かとして、いかなる状況においてもಙ㢗されうることを♧す抽㇟的

能力だけを㏻して、ᕫの自ᡃをᏳ定」（Hab erm as  1 9 7 6 : 8 0 = 2 0 0 0 : 8 7 ）さࡏることのできる段

階である㸲。

この段階は㠀ᖖに高い┦஫行為能力を有している。ハーバーマスによれば、コンࢸクスࢺ

から⊂立していくにつれて、┦஫行為能力は高まり、཯┬性のᗘྜいが高まっていく。཯┬

性の高まりとは、༢⣧な行動ᮇᚅの཯┬から⩏ົとഴ向性の཯┬（㸻஦実性からの༊別）࡬、

そして、自ᚊと௚ᚊの཯┬（㸻ఏ⤫的規範と原理的にṇᙜ化できる規範との༊別）࡬と高ま
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ることである。その意࿡で、相஫行Ⅽ能力のなかに反┬性は含まれる。ࣁーࣂー࣐スは、ḟ

のように述࡭ている。「ࠗ㐨ᚨ意識࠘ということでわれわれが理解しているのは、㐨ᚨ的に

重要な行Ⅽのࢥンࢡࣜࣇトを、意識的にฎ理するために相஫行Ⅽ能力を㥑౑することがで

きるということである」（Hab erm as  1 9 7 6 : 8 2 = 2 0 0 0 : 9 0 ）。したがって、㺀あるẁ㝵で相஫行Ⅽ

能力をⓎ᥹できる人は、その同じẁ㝵で㐨ᚨ意識をᙧ成するだろう㺁（Hab erm as  

1 9 7 6 : 8 6 = 2 0 0 0 : 9 4 ）。 

ࣂールࢥ、スは、相஫行Ⅽ能力の観点から㐨ᚨ意識を捉え直したことによって࣐ーࣂーࣁ

ーグの㐨ᚨ性のⓎ㐩ẁ㝵における➨ 6 ẁ㝵、正しさは個人のⰋ心によってỴ定される、とい

うことに対してᢈุ的である。ࣁーࣂー࣐スは、ࢥールࣂーグの➨ 6 ẁ㝵を「当ヱのつ⠊の

一⯡化可能性をࣔࣀローグ的にྫྷ࿡」するẁ㝵であり、「ᬑ㐢的言ㄒ೔理のẁ㝵に⮳っては

じめて、ḧ求の解㔘自体もᐇ㊶的討㆟の対㇟となる」（Hab erm as  1 9 7 6 : 8 4 =  2 0 0 0 : 9 1 ）と述࡭、

➨ 7 ẁ㝵をᥦ᱌する。このᥦ᱌を♧したのが、ḟの表㸯である。 

 

表㸯 ᙺ๭能力と㐨ᚨ意識のẁ㝵（Hab erm as  1 9 7 6 : 8 3 = 2 0 0 0 : 9 2 ） 
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まれるスࢸーࢪをకう能力段階をᩚ理することによって、よりᗈい行為論的なᯟ組みのな

かに、コールバーグモデルをおいている」（M c C art h y  1 9 9 5 : x x i）。すなわち、自ᡃྠ୍性は、

༢に個人の内㠃の成長というよりは、ゝ ㄒ、認識、┦஫行為の発達に関わりながらᒎ㛤して

いくのであり、その୰に、道徳ព識の発達が含まれるのである。ここで述べられている道徳

ព識とは、社会ṇ⩏の判断に関わることであり、何が社会のなかでṇᙜなことなのか、それ

をどのように自ᕫ自身がᤊえているのかに関わることである。それでは、このような道徳ព

識は、どのように育まれるのだろうか。

ハーバーマスは、コールバーグの道徳性の発達段階にみられる行為コンࣇリクࢺのゎỴ

方ἲを、「討議というᡭ段を⏝いたコミュニケーション的行為、すなわち、஢ゎに定位した

行為の⥅⥆として理ゎ」（Hab erm as  1 9 7 6 : 7 4 = 2 0 0 0 : 8 1 ）できるとᤊえた。すなわち、道徳ព

識はコミュニケーションを㏻して育まれると考えたのである。それࡺえ、ハーバーマスにと

って、子どもの認識能力は「コミュニケーションにཧຍできる能力」（Hab erm as  

1 9 7 6 : 7 4 = 2 0 0 0 : 8 3 ）としてᤊえられる。

2 㸬第 6 段階の୙༑分さ
ハーバーマスは、コールバーグの経験的研究を「役割行動の୍⯡的な有ຠ性と道徳ព識を

結びつけること」（Hab erm as  1 9 7 6 : 7 6 = 2 0 0 0 : 8 3 ）を㏻して、┦஫的なコミュニケーションの

観点から、理論的に論じなおそうとした。ハーバーマスがὀ┠したことは、「社会的役割と

行為規範とのጇᙜ性を␲うことを学び始め」ると「対立しあう規範をホ価できる原理」が⏕

まれ、討議の段階に入ることである（Hab erm as  1 9 7 6 : 7 7 = 2 0 0 0 : 8 5 ）。

ハーバーマスは、このような規範をホ価する原理と自ᡃྠ୍性のࢭࣟࣉスとをむすびつ

け、次のようにゎ㔘している。自ᡃྠ୍性は、まࡎ、自↛的ྠ୍性（⫗体とのྠ୍性）から

始まり、シン࣎ル的ྠ୍性（役割理ゎ）࡬発ᒎし、最⤊的には自ᕫྠ୍性࡬⮳る。この自ᕫ

ྠ୍性は、「具体的な役割や≉Ṧな規範シス࣒ࢸから⊂立していると主ᙇできる人᱁

（P ers on）」（Hab erm as  1 9 7 6 : 8 0 = 2 0 0 0 : 8 7 ）になる、ということである。この最後の段階にお

いて、社会័⩦的な規範と「規範が⏕み出される原๎とをཝᐦに༊別」（Hab erm as  

1 9 7 6 : 8 0 = 2 0 0 0 : 8 7 ）することができる。すなわち、原理的に判断することができるのである。

最⤊的な自ᕫྠ୍性の段階、ゝいかえれば、人᱁の段階とは、「୧立しえない役割ᮇᚅに

直㠃しても、୍ 㐃の▩┪した人⏕の諸᫬ᮇをくࡄりࡠけるにあたっても、ᩚ ྜ性の要ồを‶

たすことのできる何者かとして、いかなる状況においてもಙ㢗されうることを♧す抽㇟的

能力だけを㏻して、ᕫの自ᡃをᏳ定」（Hab erm as  1 9 7 6 : 8 0 = 2 0 0 0 : 8 7 ）さࡏることのできる段

階である㸲。

この段階は㠀ᖖに高い┦஫行為能力を有している。ハーバーマスによれば、コンࢸクスࢺ

から⊂立していくにつれて、┦஫行為能力は高まり、཯┬性のᗘྜいが高まっていく。཯┬

性の高まりとは、༢⣧な行動ᮇᚅの཯┬から⩏ົとഴ向性の཯┬（㸻஦実性からの༊別）࡬、

そして、自ᚊと௚ᚊの཯┬（㸻ఏ⤫的規範と原理的にṇᙜ化できる規範との༊別）࡬と高ま
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第 6 段階と第 7 段階を分けた最大の理⏤は、「規範をṇᙜ化する原理は、もはやモࣟࣀ―

ッシュに㐺⏝できる୍⯡化の原๎ではなく、規範的ጇᙜ性の要ồを討議的にゎỴするにࢠ

あたって、ඹྠでᚑわなければならないᡭ⥆きだという㉁的㐪いがある」（Hab erm as  

1 9 7 6 : 8 5 = 2 0 0 0 : 9 3 ）ことによる。ハーバーマスにとって、コールバーグの第 6 段階は「道徳性

の観点のもとでのみᒎ㛤される自ᚊモデル」（Hab erm as  1 9 7 6 : 8 7 = 2 0 0 0 : 9 6 ）であり、ᙉไな

き自ᡃྠ୍性の内容的な㇏かさが༑分にとらえきれていない。ᙉไなき自ᡃྠ୍性による

討議こそが、第 7 段階にタ定されるべきである。こうした「ᙧ式的な⩏ົ倫理からᬑ㐢的な

発ヰ倫理࡬の⛣行」は、「ḧồのゎ㔘がもはやᡤ与のものと考えられるべきではなく、討議

的なព志ᙧ成のなかに含まれる」（Hab erm as  1 9 7 6 : 8 7 = 2 0 0 0 : 9 6 ）ことを♧している。そのព

࿡で、第 7 段階における自ᡃྠ୍性は、ある✀の自⏤をព࿡している。

ハーバーマスにとって、道徳ព識の⋓ᚓは⚾的で༢なる内㠃ᙧ成にᖐすることではなく、

規範そのものを組み替えるᡭ⥆きのことであり、そこにコールバーグとの㐪いをみること

ができる。このようなハーバーマスの提案は、道徳ព識の段階を┦஫行為能力と自ᡃྠ୍性

の発達ࢭࣟࣉスからᤊえ直したモデルである、といえる。

3 . ハーバーマスの批判࡬のᅇ⟅
 コールバーグらは、ୖ グのようなハーバーマスからの批判をうけて、『道徳性の発達段階

――コールバーグ理論をめࡄる論த࡬のᅇ⟅――（Moral Stage:A Current Formulation and a 

Response to Critics,1 9 8 3 ）』のなかで、応⟅をしている。その主な主ᙇは、ハーバーマスが提

案した第 7 段階は≉にᚲ要ない、ということに㞟⣙される。

コールバーグらによれば、コールバーグ理論に対する批判的コ࣓ンࢺは大きく஧つのࢱ

であり、もう୍つは、ಟṇをࣉに分けられる。୍つは、᰿ᮏ的なḞ㝗をᣦ᦬するグルーࣉ࢖

ಁすグルーࣉである。ハーバーマスは、後者のグルーࣉに位置づけられている。なぜなら、

コミュニケーション、自ᕫと社会のᵓ㐀の┦஫స⏝をとりあつかうハーバーマスの理論は、

発ヰ行為にཧຍするためのコミュニケーション能力の個体発⏕はᬑ㐢的でᙧ式的な発達の

≉ᚩを有しているとᤊえており、コールバーグのモデルとྜ⮴するところがከくあるから

である。

では、どのような点に㐪いがあるとᤊえたのだろうか。コールバーグらは次のように述べ

ている。「ハーバーマスによってᴫᛕ化された自ᡃ発達と道徳発達においては、බṇ推論の

ᵓ㐀（ s t ruc t ures  of  j us t ic e reas oning ）そのものが規定されているわけではない。われわれにと

って、බṇ推論のᵓ㐀すなわち『ハード』な段階には、ᖹ➼性（eq ual it y ）や⾮ᖹ性 ( eq uit y ) 、

஫ᜨ性（rec ip roc it y ）といった᧯సが含まれている。そして、われわれは、これらの᧯సが

間人᱁的な┦஫行為に関する᧯సであり、ࣆア࢙ࢪが認▱㡿ᇦで♧した論理的᧯సに対応

していると考えてきた。これに対して、ハーバーマスの論文において規定されているのは、

コミュニケーション能力と役割能力のࣞ࣋ルであると思われる。これらはともに、ࢭルマン

の社会的ࣃース࣌クྲྀࣦ࢕ࢸᚓのࣞ࣋ルとྠᵝのものと考えられる。……ハーバーマスの
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┦஫行為能力のࣞ࣋ルも、ࢭルマンの社会的ࣃース࣌クྲྀࣦ࢕ࢸᚓのࣞ࣋ルも、われわれの

道徳的段階を規定するためのᚲ要᮲௳ではあるが、༑分᮲௳ではないと考えることができ

る。ゝ いかえるなら、道徳的推論のᵓ㐀にみられるබṇ᧯సは、社会的ࣃース࣌クྲྀࣦ࢕ࢸ

ᚓのࣞ࣋ルࡈとにኚ化していくが、このᵓ㐀஦ែはᴫᛕ的にみても社会的ࣃース࣌ク࢕ࢸ

ࣦྲྀᚓのࣞ࣋ルに㑏ඖすることができない」（ K oh l b erg  1 9 8 3 : 1 6 2 - 1 6 3 = 1 9 9 2 : 2 5 9 ）。いいかえ

れば、道徳性のၥ㢟においては、බṇさを維持するᵓ㐀が୰心になるべきであり、ハーバー

マスの述べる┦஫行為能力はその୍つであるとᤊえられたのである。

しかし、ハーバーマスが重視したことは、自ᡃྠ୍性は自ᡃ༢体によってᙧ成されるので

はなく、௚者࡬の౫Ꮡや結びつきによってᙧ成される、ということであった。いいかえれば、

ハーバーマスは、自ᕫと௚者を┦஫ᙧ成的なものとしてᤊえており、そのᙧ成をಁすのがコ

ミュニケーションや討議であった。したがって、第 7 段階は、討議によるព志ᙧ成によって

自ᡃྠ୍性のᙧ成と道徳原理の⋓ᚓを᫂♧したものになったのである。

こうしたハーバーマスの主ᙇに対して、コールバーグらは次のように応えている。「自ᡃ

ྠ୍性やコミュニケーション能力の発達といったၥ㢟は、これまでコールバーグの理論で

は᫂♧的にあつかわれてこなかった。けれども、われわれの理ゎするかࡂり、これらのၥ㢟

に関するハーバーマスの見ゎは、道徳発達だけでなく、人間の発達全⯡に関するわれわれの

考え方と୍⮴している。また、われわれは、ハーバーマスの分ᯒが、自ᡃ発達や道徳発達の

㡿ᇦにおける௒後の研究に㈉⊩するだろうとホ価している。とはいえ、われわれは、ハーバ

ーマスが導きだしたබṇ推論の第 7 段階がᚲࡎしもᚲ要なものではない、と考えている。な

ぜなら、われわれの第 6 段階に関する考えは、ハーバーマスの主ᙇにྜ⮴していると考えら

れるからである」（K oh l b erg  1 9 8 3 : 1 6 3 - 1 6 4 = 1 9 9 2 : 2 6 0 - 2 6 1 ）。

コールバーグら自身も分ᯒしているように、「ハーバーマスが第 7 段階のᏑᅾを主ᙇする

のは、第 6 段階に関するコールバーグの考えでは࢖ࢲアࣟーグの原理が見ⴠとされている」

（K oh l b erg  1 9 8 3 : 1 6 4 = 1 9 9 2 : 2 6 1 ）からである。このことについては、「コールバーグも、実⏕

άにおける⌧実の道徳的ⴱ藤においては、第 6 段階の推論ᡭ⥆きには、論理的にみて࢖ࢲア

ࣟーグが୙ྍḞであると考えている」( K oh l b erg  1 9 8 3 : 1 6 3 - 1 6 4 = 1 9 9 2 : 2 6 1 - 2 6 2 ) 。

の認識論から出発したコールバーグは、ᖹ➼性、⾮ᖹ性と஫ᜨ性を前提にしてい࢙ࢪアࣆ 

る୍方、ハーバーマスは、これらをコミュニケーション能力や役割能力としてㄞみかえてい

る。ハーバーマスのᙉㄪ点は、自ᡃྠ୍性や道徳ព識はコミュニケーションによって⦅まれ

るという点にある。このことに対して、コールバーグらは、コミュニケーションにおける┦

஫స⏝の原理にὀ┠するᚲ要性や重要性にはྠពするが、主ᙇそのものに大きな㐪いはな

く、第 7 段階をタけるᚲ要はないと応えた。

 

4 . 道徳ព識、コミュニケーション的行為、討議
ハーバーマスは、1 9 8 3 年に出∧された『道徳ព識とコミュニケーション行為』㸳において、

経験的研究の代⾲౛として、コールバーグ理論を෌びྲྀりあࡆている。そこでは、自ᡃྠ୍
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第 6 段階と第 7 段階を分けた最大の理⏤は、「規範をṇᙜ化する原理は、もはやモࣟࣀ―

ッシュに㐺⏝できる୍⯡化の原๎ではなく、規範的ጇᙜ性の要ồを討議的にゎỴするにࢠ

あたって、ඹྠでᚑわなければならないᡭ⥆きだという㉁的㐪いがある」（Hab erm as  

1 9 7 6 : 8 5 = 2 0 0 0 : 9 3 ）ことによる。ハーバーマスにとって、コールバーグの第 6 段階は「道徳性

の観点のもとでのみᒎ㛤される自ᚊモデル」（Hab erm as  1 9 7 6 : 8 7 = 2 0 0 0 : 9 6 ）であり、ᙉไな

き自ᡃྠ୍性の内容的な㇏かさが༑分にとらえきれていない。ᙉไなき自ᡃྠ୍性による

討議こそが、第 7 段階にタ定されるべきである。こうした「ᙧ式的な⩏ົ倫理からᬑ㐢的な

発ヰ倫理࡬の⛣行」は、「ḧồのゎ㔘がもはやᡤ与のものと考えられるべきではなく、討議

的なព志ᙧ成のなかに含まれる」（Hab erm as  1 9 7 6 : 8 7 = 2 0 0 0 : 9 6 ）ことを♧している。そのព

࿡で、第 7 段階における自ᡃྠ୍性は、ある✀の自⏤をព࿡している。

ハーバーマスにとって、道徳ព識の⋓ᚓは⚾的で༢なる内㠃ᙧ成にᖐすることではなく、

規範そのものを組み替えるᡭ⥆きのことであり、そこにコールバーグとの㐪いをみること

ができる。このようなハーバーマスの提案は、道徳ព識の段階を┦஫行為能力と自ᡃྠ୍性

の発達ࢭࣟࣉスからᤊえ直したモデルである、といえる。

3 . ハーバーマスの批判࡬のᅇ⟅
 コールバーグらは、ୖ グのようなハーバーマスからの批判をうけて、『道徳性の発達段階

――コールバーグ理論をめࡄる論த࡬のᅇ⟅――（Moral Stage:A Current Formulation and a 

Response to Critics,1 9 8 3 ）』のなかで、応⟅をしている。その主な主ᙇは、ハーバーマスが提

案した第 7 段階は≉にᚲ要ない、ということに㞟⣙される。

コールバーグらによれば、コールバーグ理論に対する批判的コ࣓ンࢺは大きく஧つのࢱ

であり、もう୍つは、ಟṇをࣉに分けられる。୍つは、᰿ᮏ的なḞ㝗をᣦ᦬するグルーࣉ࢖

ಁすグルーࣉである。ハーバーマスは、後者のグルーࣉに位置づけられている。なぜなら、

コミュニケーション、自ᕫと社会のᵓ㐀の┦஫స⏝をとりあつかうハーバーマスの理論は、

発ヰ行為にཧຍするためのコミュニケーション能力の個体発⏕はᬑ㐢的でᙧ式的な発達の

≉ᚩを有しているとᤊえており、コールバーグのモデルとྜ⮴するところがከくあるから

である。

では、どのような点に㐪いがあるとᤊえたのだろうか。コールバーグらは次のように述べ

ている。「ハーバーマスによってᴫᛕ化された自ᡃ発達と道徳発達においては、බṇ推論の

ᵓ㐀（s t ruc t ures  of  j us t ic e reas oning ）そのものが規定されているわけではない。われわれにと

って、බṇ推論のᵓ㐀すなわち『ハード』な段階には、ᖹ➼性（eq ual it y ）や⾮ᖹ性 ( eq uit y ) 、

஫ᜨ性（rec ip roc it y ）といった᧯సが含まれている。そして、われわれは、これらの᧯సが

間人᱁的な┦஫行為に関する᧯సであり、ࣆア࢙ࢪが認▱㡿ᇦで♧した論理的᧯సに対応

していると考えてきた。これに対して、ハーバーマスの論文において規定されているのは、

コミュニケーション能力と役割能力のࣞ࣋ルであると思われる。これらはともに、ࢭルマン

の社会的ࣃース࣌クྲྀࣦ࢕ࢸᚓのࣞ࣋ルとྠᵝのものと考えられる。……ハーバーマスの
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性にではなく、社会に㏻⏝している規範に␲ၥをᢪき、その規範のጇᙜ性をྫྷ࿡する討議

（D is kurs ）に↔点をあてている。討議には規๎がある。それは、「すべての関与者が、実㊶

的討議のཧຍ者として、ྠព（ Z us t im m ung ）を与えた（与えるであろう）規範のみがጇᙜを

ㄳồしうる」（Hab erm as 1 9 8 3 : 1 0 3 = 2 0 0 0 : 1 4 6 ）という規๎である。こうした討議は、「ಀத୰

のᙜの規範にすべての人がᚑった場ྜに、すべての個人ひとりひとりの฼ᐖ関心の඘㊊に

とって⏕ࡎる（とணᮇしうる）結果や㝶క結果を、すべての関与者が受け入れる」

（Hab erm as 1 9 8 3 : 7 5 - 6 = 2 0 0 0 : 1 0 8 ）というᬑ㐢化原๎（U niv ers al is ierung s g runds at z , U ）を前提

にしている。このᬑ㐢化原๎は、ハーバーマスが၏୍の道徳原理と࿧ࡪものであり、࢝ンࢺ

௨᮶の認▱主⩏倫理学をᡭがかりにしながら導きだしたものである。

討議は、社会に㏻⏝している規範をṇᙜなものとして受け入れるコミュニケーション的

行為とは␗なり、社会に㏻⏝している規範そのものを␲い、ጇᙜ性をㄳồする行為である、

という≉ᚩを有する。ハーバーマスは、次のように述べている。討議によって、「規範は、

┿にጇᙜすることとただ社会的に㏻⏝することとのΰΆ（ F us ion）がゎᾘされる」

（Hab erm as 1 9 8 3 : 1 8 9 = 2 0 0 0 : 2 7 1 ）。すなわち、規範は、討議を㏻してጇᙜ性を᳨討することに

よって、道徳としてᤊえることができるようになるのである。

こうした討議倫理学について、ハーバーマスは次のように述べている。

 「討議倫理学は、なんらかの倫理ୖの内容をめࡊすのではなく、判断ᙧ成の୙೫୙ඪ性を

ಖ証すべきᡭ⥆きとはいかなるものかを、それも༑全な前提を‶たすᡭ⥆きとはどのよう

なものかを᫂らかにする。実㊶的討議とは、ṇᙜとされる規範をつくりだすためのᡭ⥆きで

はなく、௬ㄝとして᳨討にかけられる規範がጇᙜかྰかをྫྷ࿡するためのᡭ⥆きである。こ

うしたᡭ⥆き主⩏こそึめて、討議倫理学を௚の認▱主⩏的࣭ᬑ㐢主⩏的でᙧ式主⩏的な倫

理学から༊別するものである。そしてまたࣟールࢬのṇ⩏の理論からも༊別するものなの

である」（Hab erm as 1 9 8 3 : 1 3 2 - 3 = 2 0 0 0 : 1 9 3 ）。

ハーバーマスは、『道徳ព識とコミュニケーション行為』において、討議倫理学を道徳性

の発達段階とむすびつけ位置づけるために、ࣆア࢙ࢪとコールバーグが⏝いた「ᵓ成的学

⩦」というᴫᛕにὀ┠している。いいかえれば、ハーバーマスは、（コールバーグとྠᵝ）

道徳性の発達段階を学⩦㐣⛬としてᤊえるのである。ここでいう学⩦のព࿡内容は、「前の

段階ではṇしいとみなしてきた道徳判断がどうしてㄗっていたのかをㄝ᫂できる」

（Hab erm as 1 9 8 3 : 1 3 6 = 2 0 0 0 : 1 9 8 ）ようになる、ということである。この学⩦㐣⛬は、あるၥ㢟

に᥋した᫬に、学⩦者が認▱的に⵳✚されたものを๰㐀的に組み直すᵓ成のことである。そ

こでは、᪤Ꮡの社会のなかで⋓ᚓした規範のṇしさに対して、学⩦者が௬ㄝ的ែᗘをとるこ

とによって、ɔ 成的学⩦がྍ能になる。それࡺえ道徳的な成長は、ɔ 成的学⩦が重ࡡられる

ことによってᒎ㛤する出᮶஦である、と考えることができる。
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こうしたᵓ成的学⩦の重なりは、学⩦者に༢に社会で㏻⏝している規範とጇᙜ性を有し

ている規範との༊別をうながす。この点にハーバーマスのᙉㄪ点があり、それを᫂☜に♧し

た᪂たな道徳性の発達段階を提♧している。ハーバーマスが提♧する道徳ព識とコミュニ

ケーション的行為の発達段階は、次の⾲ 2 の㏻りである。

⾲ 2  ┦஫行為の段階、社会的ࣃース࣌クࣦ࢕ࢸ、そして道徳段階

（Hab erm as 1 9 8 3 : 1 7 6 - 1 7 7 = 2 0 0 0 : 2 5 4 - 5 ）

この⾲ 2 は、コールバーグの 3 Ỉ‽ 6 段階を࣋ースに、規範のኚ容をᑕ⛬におさめた道

徳ព識のᙧ成㐣⛬をグしたものといえる。最ึの前័⩦的段階では、自分と┦ᡭの視点だけ

を⋓ᚓしていくため、自ᕫ୰心的な考えや┦ᡭのồめていることだけを判断の基‽にᤣえ

るഴ向がある。次の័⩦的段階では、第୕者の視点から自分や┦ᡭをᤊえることができるよ

うになり、ࣃース࣌クࣦ࢕ࢸがᣑ大する。この段階では、༢⣧に┦ᡭの考えを判断の基‽に

するのではなく、ᐙ᪘の⩦័、ᡤᒓするコミュニ࢕ࢸの⩦័、学ᰯのクࣛスのỴまりࡈとと

いった観察者の視点を判断にᤣえる。最⤊的な⬺័⩦的段階では、社会のなかでጇᙜしてい

る規範をኚ容さࡏるためには、それにかかわるすべての人の視点を⋓ᚓし、その観点から

「ṇしさ」を判断することになる。このようにして、୍ 人ひとりのࣃース࣌クࣦ࢕ࢸのኚ容

が道徳ព識のᙧ成につながるというものである。≉ᚩ的なことは、もっとも高次な次ඖにお

いて、規範のኚ容が討議という規範の᰿ᣐづけを行うᡭ⥆きによってもたらされるという

点である。

認▱のᵓ㐀

行為㢮ᆺ ࣦ࢕ࢸク࣌ースࣃ ṇ⩏のᴫᛕ

前័⩦的段階

ᶒጾにᕥྑさ
れる┦஫行為

฼ᐖにᕥྑさ
れる༠ྠ行為

እ的にࢧン
クションさ
れた᜛ព

ሗ㓘㸭ฎ⨩に
よる方向づけ

⿵ൾの対⛠性 2

័⩦的段階 社会的に୍⯡
化された行動
ーン㸸ࢱࣃ

超個人的᜛
ពの内㠃化
されたᶒጾ ഴ向性

役割行為 社会的役割 㸻ᛅ誠心 対

社会的に୍⯡
化された役
割㸸

超個人的㞟
ྜព志の内
㠃化された
ᶒጾ

規範の体⣔ 㸻ṇᙜ性

⬺័⩦的段階 規範のྫྷ࿡の
ための規๎㸸 社会的㐠⏝ ௚ᚊ性
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原ࠉ理 対 対

原理のྫྷ࿡の
ための規๎㸸

規範の᰿ᣐ௜
けのᡭ⥆き

社会的ࣃース࣌クࣦ࢕ࢸ 道徳判断
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性にではなく、社会に㏻⏝している規範に␲ၥをᢪき、その規範のጇᙜ性をྫྷ࿡する討議

（D is kurs ）に↔点をあてている。討議には規๎がある。それは、「すべての関与者が、実㊶

的討議のཧຍ者として、ྠព（ Z us t im m ung ）を与えた（与えるであろう）規範のみがጇᙜを

ㄳồしうる」（Hab erm as 1 9 8 3 : 1 0 3 = 2 0 0 0 : 1 4 6 ）という規๎である。こうした討議は、「ಀத୰

のᙜの規範にすべての人がᚑった場ྜに、すべての個人ひとりひとりの฼ᐖ関心の඘㊊に

とって⏕ࡎる（とணᮇしうる）結果や㝶క結果を、すべての関与者が受け入れる」

（Hab erm as 1 9 8 3 : 7 5 - 6 = 2 0 0 0 : 1 0 8 ）というᬑ㐢化原๎（U niv ers al is ierung s g runds at z , U ）を前提

にしている。このᬑ㐢化原๎は、ハーバーマスが၏୍の道徳原理と࿧ࡪものであり、࢝ンࢺ

௨᮶の認▱主⩏倫理学をᡭがかりにしながら導きだしたものである。

討議は、社会に㏻⏝している規範をṇᙜなものとして受け入れるコミュニケーション的

行為とは␗なり、社会に㏻⏝している規範そのものを␲い、ጇᙜ性をㄳồする行為である、

という≉ᚩを有する。ハーバーマスは、次のように述べている。討議によって、「規範は、

┿にጇᙜすることとただ社会的に㏻⏝することとのΰΆ（ F us ion）がゎᾘされる」

（Hab erm as 1 9 8 3 : 1 8 9 = 2 0 0 0 : 2 7 1 ）。すなわち、規範は、討議を㏻してጇᙜ性を᳨討することに

よって、道徳としてᤊえることができるようになるのである。

こうした討議倫理学について、ハーバーマスは次のように述べている。

 「討議倫理学は、なんらかの倫理ୖの内容をめࡊすのではなく、判断ᙧ成の୙೫୙ඪ性を

ಖ証すべきᡭ⥆きとはいかなるものかを、それも༑全な前提を‶たすᡭ⥆きとはどのよう

なものかを᫂らかにする。実㊶的討議とは、ṇᙜとされる規範をつくりだすためのᡭ⥆きで

はなく、௬ㄝとして᳨討にかけられる規範がጇᙜかྰかをྫྷ࿡するためのᡭ⥆きである。こ

うしたᡭ⥆き主⩏こそึめて、討議倫理学を௚の認▱主⩏的࣭ᬑ㐢主⩏的でᙧ式主⩏的な倫

理学から༊別するものである。そしてまたࣟールࢬのṇ⩏の理論からも༊別するものなの

である」（Hab erm as 1 9 8 3 : 1 3 2 - 3 = 2 0 0 0 : 1 9 3 ）。

ハーバーマスは、『道徳ព識とコミュニケーション行為』において、討議倫理学を道徳性

の発達段階とむすびつけ位置づけるために、ࣆア࢙ࢪとコールバーグが⏝いた「ᵓ成的学

⩦」というᴫᛕにὀ┠している。いいかえれば、ハーバーマスは、（コールバーグとྠᵝ）

道徳性の発達段階を学⩦㐣⛬としてᤊえるのである。ここでいう学⩦のព࿡内容は、「前の

段階ではṇしいとみなしてきた道徳判断がどうしてㄗっていたのかをㄝ᫂できる」

（Hab erm as 1 9 8 3 : 1 3 6 = 2 0 0 0 : 1 9 8 ）ようになる、ということである。この学⩦㐣⛬は、あるၥ㢟

に᥋した᫬に、学⩦者が認▱的に⵳✚されたものを๰㐀的に組み直すᵓ成のことである。そ

こでは、᪤Ꮡの社会のなかで⋓ᚓした規範のṇしさに対して、学⩦者が௬ㄝ的ែᗘをとるこ

とによって、ɔ 成的学⩦がྍ能になる。それࡺえ道徳的な成長は、ɔ 成的学⩦が重ࡡられる

ことによってᒎ㛤する出᮶஦である、と考えることができる。
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ここまで見てきたように、ハーバーマスのᙉㄪ点は、୍ ㈏して、コミュニケーションのな

かでጇᙜ性が௜与される規範にある㸴。いいかえれば、社会に㏻⏝している規範を཯┬的に

ᤊえる段階である。それࡺえ、実㉁的な道徳原理から直᥋的に、すべき行為としての道徳的

⩏ົが導かれるモデルとは␗なり、ᬑ㐢的討議によって道徳原理が導かれるという考えを

主ᙇしている。

こうしたハーバーマスの主ᙇは、ṇ⩏の観ᛕは┦஫性から導き出される、ということも含

んでいる。「ṇ⩏の観ᛕはあくまでも討議において᝿定されている┦஫性（ R ez ip roz it aet）

の理᝿化されたᙧ式から導きだされうる」（Hab erm as 1 9 8 3 : 1 7 9 = 2 0 0 0 : 2 5 8 ）。コールバーグ

と␗なる点は、この「┦஫性」を重視しているかどうか、この┦஫性をどのようにとらえて

いるか、ということにある。

先に見たように、コールバーグモデルを࣋ースに道徳ព識とコミュニケーション的行為

モデルを提♧しているハーバーマスは、コールバーグを批判するというより、批判的஌り㉺

えをおこなっているといえる。そのため、ハーバーマスは、コールバーグ理論に対して批判

的な理論をᒎ㛤しているケア論者らのၥ㢟点をᣦ᦬する。コールバーグのṇ⩏を重視する

道徳に対してケアのᴫᛕも重要ではないか、という主ᙇをおこなったࢠリ࢞ンに対し、ハー

バーマスは、「道徳のၥ㢟と価値ホ価のၥ㢟、あるいはṇ⩏のၥ㢟とၿき⏕άのၥ㢟とを༑

分に༊別していない」（Hab erm as 1 9 8 3 : 1 9 3 = 2 0 0 0 : 2 7 7 ）と論じている。

5 . 討議倫理学――⊃い道徳ᴫᛕ
 『道徳ព識とコミュニケーション行為』௨後、ハーバーマスは、討議における道徳、すな

わち討議倫理学の理論的ᒎ㛤を⥆けている。1 9 8 5 年に行われたニューࣦ࣭ࣞࣞࢺࣇューに

よる࢖ンࣅࢱューのなかで、ハーバーマスは道徳について次のようにㄒっている。

「⚾はẚ㍑的⊃い道徳ᴫᛕを㑅びたいと思います。道徳は、᰿ᣐをもってỴ断できるような

実㊶的ၥ㢟に、ゝいかえるとྜពによってゎỴできるような行為間の⣮தにかかわるもの

です。道徳的な性㉁をもつၥいとは、――すべての者が望みうるようなものという――࢝ン

ྠ。的なᬑ㐢化の視点のもとで有ព࿡に⟅えられるようなၥいだけですࢺ ᫬に⚾は、道徳理

論についてもᙅいᴫᛕを㑅びます。これについてはすでにおヰしたように、その理論は『道

徳的な観点』をㄝ᫂しṇᙜ化すべきものであり、それ௨ୖのことをすべきものではありまࡏ

ん。࢝ンࢺを受け⥅いだ、⩏ົ論的、認▱主⩏的、あるいはᬑ㐢主⩏的な道徳諸理論はṇ⩏

の理論であり、よき⏕とはなにかというၥいには⟅えられないものなのです。それらは඾ᆺ

的には、規範と行為のṇᙜ化というၥ㢟に≉化しています。ṇᙜ化された規範をどうすれば

≉定の状況に㐺⏝することができるか、また道徳的Ὕ察をどうすれば実⌧することができ

るかというၥいには、それらの理論はまったく⟅えることができないのです。要するに、道

徳理論に㐣๫な要ồをすべきではなく、その要ồの୍㒊は社会理論に、そして大㒊分はၥ㢟

のᙜ஦者自身にጤࡡるべきだということです――それがかれらの道徳的討議であれ、ある
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いはかれらのⰋ識であれ。道徳理論はこのように༢にᘚ護的な役割を果たすに㐣ࡂないの

で、その範ᅖはࡈく㝈られたものになるのです。」（Hab erm as  1 9 8 5 : 2 3 7 = 1 9 9 5 : 3 3 0 - 3 3 1 ）

 『道徳ព識とコミュニケーション行為』が出∧された後、さまࡊまな立場の論者から཯論

があったため、『討議倫理学』を 1 9 9 1 年にハーバーマスは出∧する。ここでは、『道徳ព

識とコミュニケーション行為』において♧されていた道徳に対するハーバーマスの考え、す

なわちṇ⩏とၿを分けるという視点について、さらにヲ⣽な᳨討がなされている。そのた

め、ハーバーマスの道徳に対する立場が᫂☜にしめされ、「ၿよりも、⩏ົ論的理ゎに基づ

くṇ⩏の優位性を擁護」（Hab erm as 1 9 9 1 : 7 = 2 0 0 0 : 1 ）することにᑓ心した内容になっている。

 『討議倫理学』に収められている、1 9 8 8 年バークࣞ࢖で行われたㅮ⩏「実㊶理性のࣛࣉ

グマ࢕ࢸックな、倫理的な、道徳的な౑⏝について」において、ハーバーマスの考える「道

徳」についてのヲ⣽な理論化がᮏ᱁的に始まった。ハーバーマスが提案する道徳理論とは、

先にもあࡆた討議倫理学のことである。この討議倫理学の≉ᚩは、「ၿき⏕、あるいはၿ」

と「ṇ⩏（G erec h t ig keit）、あるいはṇ」を༊分けすることにある。この༊分けは、討議倫

理学がᑕ⛬にする道徳は、「⊃い道徳ᴫᛕ」( Hab erm as 1 9 9 1 : 2 1 9 = 2 0 0 0 : 2 6 2 ) である、というこ

とをព࿡する。

 このような、道徳と倫理の༊分け、いいかえればṇ⩏のၥ㢟とၿき⏕άのၥ㢟の༊別は、

ハーバーマスの述べる「道徳」の⊂自性でもある。規範と価値を分けるというハーバーマス

の考えは、討議倫理学のᑕ⛬を㝈定することにつながる。

ྠ、によれば、討議倫理学は、ṇしい、බṇな行為の規範に㝈られࢺルス࢛ࣇ じように「ၿ

き⏕」のၥ㢟に関わらないという⊃い道徳ᴫᛕを᥇⏝している。ハーバーマスは、「道徳」

と「倫理」というᑓ㛛⏝ㄒの㐪いを、そこに⏝いている。よりヲ⣽にいえば、道徳と倫理の

㐪いとは、道徳的規範と倫理的価値の㐪いのことである。ཝ᱁で定ゝ的な道徳規範のጇᙜ性

は、஫いに୍⯡的に結びつき、要ồྍ能である。௚方で、倫理的価値は、␗なるጇᙜ要ồを

ᥖࡆる。すなわち、ここでのጇᙜ要ồは、そのつどの⏕άᙧ式や個ࠎ人の⏕ά史にᙉく関わ

って実行されるという≉ᚩをもつ（F ors t 2 0 0 9 : 3 0 6 - 7 ）。

᪥ᖖ⏕άにおいてጇᙜしている規範にၥ㢟をᢪき、その規範のጇᙜ性をྫྷ࿡することが、

討議であった。その討議にཧຍする主体にồめられるのは、┠の前にあるあらࡺる⏕άᙧែ

がጇᙜする範ᅖから、ひとま୍ࡎ定の㊥㞳をとっていることである。討議によってጇᙜ性が

௜与された規範は道徳の㡿ᇦに位置づき、᪥ᖖの⏕ά実㊶に含まれる価値とは␗なる㡿ᇦ

に位置づくことになる。

ドࢶ࢖の教育哲学者であるケンࣉケス㸵は、道徳と倫理の༊分けについて次のように考察

している。ハーバーマスは、道徳性と人倫のᴫᛕ的㐪いによって、何が⏕άᙧ式の道徳的࣭

実㊶的ྜ理性をᵓ成するのかというၥいを㐍めた。道徳性は஦実や᪥ᖖのጇᙜ性からは⊂

立した規範の判断のことであり、人倫は、⏕άᙧ式の全体性にᇙめ㎸まれたၿき⏕に関する

ၥ㢟のことである。人倫は、かならࡎしも㊥㞳をおいた཯┬をᚲ要としない。この༊別は重
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ここまで見てきたように、ハーバーマスのᙉㄪ点は、୍ ㈏して、コミュニケーションのな

かでጇᙜ性が௜与される規範にある㸴。いいかえれば、社会に㏻⏝している規範を཯┬的に

ᤊえる段階である。それࡺえ、実㉁的な道徳原理から直᥋的に、すべき行為としての道徳的

⩏ົが導かれるモデルとは␗なり、ᬑ㐢的討議によって道徳原理が導かれるという考えを

主ᙇしている。

こうしたハーバーマスの主ᙇは、ṇ⩏の観ᛕは┦஫性から導き出される、ということも含

んでいる。「ṇ⩏の観ᛕはあくまでも討議において᝿定されている┦஫性（ R ez ip roz it aet）

の理᝿化されたᙧ式から導きだされうる」（Hab erm as 1 9 8 3 : 1 7 9 = 2 0 0 0 : 2 5 8 ）。コールバーグ

と␗なる点は、この「┦஫性」を重視しているかどうか、この┦஫性をどのようにとらえて

いるか、ということにある。

先に見たように、コールバーグモデルを࣋ースに道徳ព識とコミュニケーション的行為

モデルを提♧しているハーバーマスは、コールバーグを批判するというより、批判的஌り㉺

えをおこなっているといえる。そのため、ハーバーマスは、コールバーグ理論に対して批判

的な理論をᒎ㛤しているケア論者らのၥ㢟点をᣦ᦬する。コールバーグのṇ⩏を重視する

道徳に対してケアのᴫᛕも重要ではないか、という主ᙇをおこなったࢠリ࢞ンに対し、ハー

バーマスは、「道徳のၥ㢟と価値ホ価のၥ㢟、あるいはṇ⩏のၥ㢟とၿき⏕άのၥ㢟とを༑

分に༊別していない」（Hab erm as 1 9 8 3 : 1 9 3 = 2 0 0 0 : 2 7 7 ）と論じている。

5 . 討議倫理学――⊃い道徳ᴫᛕ
 『道徳ព識とコミュニケーション行為』௨後、ハーバーマスは、討議における道徳、すな

わち討議倫理学の理論的ᒎ㛤を⥆けている。1 9 8 5 年に行われたニューࣦ࣭ࣞࣞࢺࣇューに

よる࢖ンࣅࢱューのなかで、ハーバーマスは道徳について次のようにㄒっている。

「⚾はẚ㍑的⊃い道徳ᴫᛕを㑅びたいと思います。道徳は、᰿ᣐをもってỴ断できるような

実㊶的ၥ㢟に、ゝいかえるとྜពによってゎỴできるような行為間の⣮தにかかわるもの

です。道徳的な性㉁をもつၥいとは、――すべての者が望みうるようなものという――࢝ン

ྠ。的なᬑ㐢化の視点のもとで有ព࿡に⟅えられるようなၥいだけですࢺ ᫬に⚾は、道徳理

論についてもᙅいᴫᛕを㑅びます。これについてはすでにおヰしたように、その理論は『道

徳的な観点』をㄝ᫂しṇᙜ化すべきものであり、それ௨ୖのことをすべきものではありまࡏ

ん。࢝ンࢺを受け⥅いだ、⩏ົ論的、認▱主⩏的、あるいはᬑ㐢主⩏的な道徳諸理論はṇ⩏

の理論であり、よき⏕とはなにかというၥいには⟅えられないものなのです。それらは඾ᆺ

的には、規範と行為のṇᙜ化というၥ㢟に≉化しています。ṇᙜ化された規範をどうすれば

≉定の状況に㐺⏝することができるか、また道徳的Ὕ察をどうすれば実⌧することができ

るかというၥいには、それらの理論はまったく⟅えることができないのです。要するに、道

徳理論に㐣๫な要ồをすべきではなく、その要ồの୍㒊は社会理論に、そして大㒊分はၥ㢟

のᙜ஦者自身にጤࡡるべきだということです――それがかれらの道徳的討議であれ、ある
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要である。なぜなら、道徳だけが、実㊶的な人倫ではなく、ᬑ㐢的なጇᙜ性を要ồすること

ができるからである（ K em p kes  1 9 9 2 : 2 8 6 - 7 ）。このような「道徳性と人倫の፹௓は、次のと

きにだけうまくいく。⏕άᙧ式のなかですでに道徳性と人倫の༊別が社会化によって⏕み

出されているときである。そうでない場ྜは、୍ ⯡的にጇᙜしているព࿡も理ゎされࡎ、価

値に対する௬定的なែᗘがとられることもなく、道徳が実㊶されることもない。道徳性と人

倫の༊別という㐪いをかりてのみ、⚾たちは⏕άᙧ式のྜ理性に対するハーバーマス的な

判断基‽を理ゎすることができ、౑⏝することができるのである。ハーバーマス的な判断基

‽を⏝いて␗なる⏕άᙧ式のྜ理性を判断することができるためには、⚾たちはすでにྜ

理的な⏕άᙧ式のなかに文⬦づけられていなければならない」（K em p kes  1 9 9 2 : 2 8 8 ）。すな

わち、「道徳と人倫がすでに༊別されているような⏕άᙧ式のなかでのみ、価値に対する௬

ㄝ的なែᗘをとり、規範に関する議論が⌧れるのであり、コミュニケーション的行為が発見

されうるのである。そして、そこから討議倫理学の規๎が෌ᵓ成される」（ K em p kes  1 9 9 2 : 2 8 8 ）

のである。 

おわりに

 ここまで、ハーバーマスの思᝿にみられるコールバーグの位置づけや関わりのኚ㑄につ

いてみてきた。1 9 7 0 年代、社会心理学的な観点から㟷年心理や自ᡃの☜立に関する研究の

ひとつにコールバーグの道徳性の発達段階がྲྀりあࡆられた。そのモデルのなかに、ハーバ

ーマスは、人間の成長モデルと段階の୙ྍ㏫性による学⩦モデルを見出す୍方で、コミュニ

ケーションの視点のᙅさにẼづき、コミュニケーション的観点からコールバーグモデルを

෌ᵓ⠏してきた。

このように見てくると、ハーバーマスは、1 9 7 0 年代における自ᡃྠ୍性࡬のὀ┠から道

徳ព識の成立、そして道徳そのもの࡬と関心の重点がᑡしࡎつ⛣行している。そのなかで、

୍㈏していることは、┦஫的コミュニケーションによる自ᡃの成立や道徳ព識の成立とい

う観点である。したがって、コールバーグ理論は、༢⣧に批判の対㇟としてษりᤞてられて

いるというよりは、そのモデルを⏝いながらハーバーマス自身の観点を述べているといえ

る。そのព࿡で、ハーバーマスとコールバーグを༢⣧な対立ᅗ式でゎ㔘することはできな

い。ハーバーマスの理論は、コールバーグの理論にかなり౫ᣐしているとさえいえるだろ

う。

討議理論の教育学的ព࿡について考察したࣃࣃスࣀ࢓ࣇࢸンによれば、「討議理論は、࢚

ッࢭンシࣕリ࣒ࢬとニࣄリ࣒ࢬの間のデࣞ࢕ンマがまちがっているという考えをもっとも

ຠ果的にಁ㐍する」（P ap as t ep h anou 1 9 9 9 : 4 2 5 ）ことができる。こうした「討議理論は、リア

リ࢕ࢸのさまࡊまなᅪᇦ――社会的、主観的、ᐈ観的ᅪᇦ――に関わるጇᙜ要ồをとりあつ

かう。このことは、社会的世⏺や主観的世⏺をಟ᚟することにつながる。なぜなら、社会的

世⏺や主観的世⏺でのၥ㢟が、ᐈ観的なものについて考えることや出᮶஦についてㄒるこ

ととྠじように、重要であり学⩦の価値があるとᤊえることができるからである。理論的࣭
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哲学的ࣞ࣋ルにおけるこうしたಟṇは、ࢸクࢪࣟࣀーや⛉学とྠじように研究の㡿ᇦを維

持できないという⏕ά世⏺的なഃ㠃をもつ教育実㊶に対する重要な要ồを提供している」

（P ap as t ep h anou 1 9 9 9 : 4 2 7 - 8 ）。具体的には、「ࣛデ࢝࢕ルデモクࣛ࢕ࢸックな価値の考えと

ྠᵝ、コミュニケーションや討議の行為をᙉㄪすることは、ཧຍのၥ㢟、௚者࡬の責任、⏕

ᚐたちのඹྠసᴗ（c o- op erat ion）の方向࡬そそࡄことになる」（P ap as t ep h anou 1 9 9 9 : 4 2 8 ）。

 ハーバーマスのコミュニケーション的行為の理論、とりわけ討議をᡭがかりに考察され

た道徳教育は、教ᐊをᑠさな社会ととらえることによって、そこでの規範のありかたをヰし

ྜいによってྫྷ࿡し、その㝿のヰしྜいά動のルールや㈨ᩱ㛤発づくりという方向に向か

いつつある（Ώ㑓 2 0 0 2 ,2 0 0 6 ）。௒後は、さらに、討議倫理学において提♧されたような道

徳と倫理の༊分けとその教育学的ព⩏を含んだ理論にもとづくᤵᴗづくりを㐍めていくᚲ

要があるだろう。

࠙トࠚ

（１）コールバーグ理論に基づいた道徳教育の代⾲౛として、モࣛルࣞࢪンマᤵᴗがある。

モࣛルࣞࢪンマᤵᴗでは、コールバーグが子どもたちの道徳性をㄪᰝするために⏝いたハ

と「はそうすべきだったのだろうか㸽その理⏤は㸽ࠐࠐ」、ンマとྠじようにࣞࢪのࢶン࢖

ၥうࣞࢪンマ㈨ᩱを⏝いる。ここで重視されていることは、どちらの行為がṇしいかという

ことではなく、୍ 人ひとりの行為の⫼後に₯んでいる判断理⏤である。この理⏤をめࡄる子

どもたちのヰしྜいは、ᤵᴗの୰において࢜ーࣉン࢚ンドで㐍む。

（㸰）ハーバーマスの視点からみたコールバーグ理論を考察したものとして、ὸ἟（1 9 9 8 ）

と野ᖹ（2 0 0 5 ）がある。コールバーグからハーバーマス࡬という道徳教育における㌿᥮を主

ᙇしたὸ἟は、次のように述べている。「ハーバーマスの対ヰ状況は、コールバーグの方ἲ

にあるモࣟࣀーグ的な㝈⏺を超えるもの」（ὸ἟ 1 9 8 8 㸸3 8 ）であり、「コールバーグのいう

第 6 段階の社会的බṇにいたる価値㑅ᢥのࢭࣟࣉスは、ハーバーマスが批判したように⊂

ⓑ的なものであり、対ヰというコミュニケーション能力の発達に୙ྍḞな自ᕫ཯┬に導く

スがḞけることがᣦ᦬された。第ࢭࣟࣉ 6 段階においては、個人が⋓ᚓした価値規範の୍⯡

化ྍ能性という観点にのみ関心があり、そのྍ能性のྫྷ࿡に㝿し、௚者との┦஫స⏝におい

てኚわりうる価値判断のࢭࣟࣉスという視点にḞけていることが᫂らかにされた」（ὸ἟

1 9 8 8 : 4 1 ）。

野ᖹは、ハーバーマスの理論にもとづいた道徳ᤵᴗのありかたをᵓ᝿するなかで、「討議

ᆺアࣟࣉーࢳでは、ヰしྜいは、個ࠎ人の内㠃にある道徳性の段階を෌認識し、より高次の

判断にゐれるために⏝いられるにとどまらない。そうではなく、むしろそのヰしྜい自体

が、学⣭という㞟ᅋの規範の☜認と෌ᵓ⠏に㈨する┦஫行為（ඹྠά動）として行われるの

である。このような性᱁をもつヰしྜいにおける道徳ព識のᙧ成は、自ᚊ性、ከඖ性、社会

的ඹྠ性などを≉ᚩとするබඹ性ព識のᙧ成でもあるとゝえるだろう」（野ᖹ 2 0 0 5 㸸9 ）と

述べている。
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要である。なぜなら、道徳だけが、実㊶的な人倫ではなく、ᬑ㐢的なጇᙜ性を要ồすること

ができるからである（ K em p kes  1 9 9 2 : 2 8 6 - 7 ）。このような「道徳性と人倫の፹௓は、次のと

きにだけうまくいく。⏕άᙧ式のなかですでに道徳性と人倫の༊別が社会化によって⏕み

出されているときである。そうでない場ྜは、୍ ⯡的にጇᙜしているព࿡も理ゎされࡎ、価

値に対する௬定的なែᗘがとられることもなく、道徳が実㊶されることもない。道徳性と人

倫の༊別という㐪いをかりてのみ、⚾たちは⏕άᙧ式のྜ理性に対するハーバーマス的な

判断基‽を理ゎすることができ、౑⏝することができるのである。ハーバーマス的な判断基

‽を⏝いて␗なる⏕άᙧ式のྜ理性を判断することができるためには、⚾たちはすでにྜ

理的な⏕άᙧ式のなかに文⬦づけられていなければならない」（K em p kes  1 9 9 2 : 2 8 8 ）。すな

わち、「道徳と人倫がすでに༊別されているような⏕άᙧ式のなかでのみ、価値に対する௬

ㄝ的なែᗘをとり、規範に関する議論が⌧れるのであり、コミュニケーション的行為が発見

されうるのである。そして、そこから討議倫理学の規๎が෌ᵓ成される」（ K em p kes  1 9 9 2 : 2 8 8 ）

のである。 

おわりに

 ここまで、ハーバーマスの思᝿にみられるコールバーグの位置づけや関わりのኚ㑄につ

いてみてきた。1 9 7 0 年代、社会心理学的な観点から㟷年心理や自ᡃの☜立に関する研究の

ひとつにコールバーグの道徳性の発達段階がྲྀりあࡆられた。そのモデルのなかに、ハーバ

ーマスは、人間の成長モデルと段階の୙ྍ㏫性による学⩦モデルを見出す୍方で、コミュニ

ケーションの視点のᙅさにẼづき、コミュニケーション的観点からコールバーグモデルを

෌ᵓ⠏してきた。

このように見てくると、ハーバーマスは、1 9 7 0 年代における自ᡃྠ୍性࡬のὀ┠から道

徳ព識の成立、そして道徳そのもの࡬と関心の重点がᑡしࡎつ⛣行している。そのなかで、

୍㈏していることは、┦஫的コミュニケーションによる自ᡃの成立や道徳ព識の成立とい

う観点である。したがって、コールバーグ理論は、༢⣧に批判の対㇟としてษりᤞてられて

いるというよりは、そのモデルを⏝いながらハーバーマス自身の観点を述べているといえ

る。そのព࿡で、ハーバーマスとコールバーグを༢⣧な対立ᅗ式でゎ㔘することはできな

い。ハーバーマスの理論は、コールバーグの理論にかなり౫ᣐしているとさえいえるだろ

う。

討議理論の教育学的ព࿡について考察したࣃࣃスࣀ࢓ࣇࢸンによれば、「討議理論は、࢚

ッࢭンシࣕリ࣒ࢬとニࣄリ࣒ࢬの間のデࣞ࢕ンマがまちがっているという考えをもっとも

ຠ果的にಁ㐍する」（P ap as t ep h anou 1 9 9 9 : 4 2 5 ）ことができる。こうした「討議理論は、リア

リ࢕ࢸのさまࡊまなᅪᇦ――社会的、主観的、ᐈ観的ᅪᇦ――に関わるጇᙜ要ồをとりあつ

かう。このことは、社会的世⏺や主観的世⏺をಟ᚟することにつながる。なぜなら、社会的

世⏺や主観的世⏺でのၥ㢟が、ᐈ観的なものについて考えることや出᮶஦についてㄒるこ

ととྠじように、重要であり学⩦の価値があるとᤊえることができるからである。理論的࣭
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また、討議倫理学と道徳教育の関ಀについて考察したものとして、す野（ 1 9 9 8 ）がある。

ただし、す野（1 9 9 8 ）は、コールバーグとの関ಀについて論じてはいない。ヲ⣽は、ୖᆅ௚

（2 0 1 4 ）をཧ↷のこと。

（㸱）訳者であるマッ࢝ーシーは、᭩名を『史的၏≀論の෌ᵓ成』ではなく、『コミュニケ

ーションと社会㐍化（C om m unic at ion and t h e E v ol ut ion of  Soc iet y ）』と㢟している。そこに

は、『史的၏≀論の෌ᵓ成』には収められていない「ᬑ㐢的ㄒ⏝論とは何か」が収められて

おり、1 9 7 0 年代௨後のハーバーマス思᝿の≉ᚩを♧した࢟ࢸスࢺになっている。訳者によ

る࢖ンࢲࣟࢺクションのなかで、ハーバーマスが自ᚊにὀ┠していることについて、次のよ

うに述べている。「基礎的な心理学ᴫᛕが、社会経῭のᴫᛕを⤫ྜすべきであるというึᮇ

、学ὴの≉ᚩであった。なぜなら、自ᚊした自ᡃとゎᨺされた社会の視点はࢺルࣇンクࣛࣇ

ᮏ㉁的に஫いに౫Ꮡしあっているからである」（M c C art h y  1 9 9 5 : x ix ）。

（㸲）ハーバーマスは、このような段階における人᱁について次のように述べている。超自

ᡃのࢧンクションやእ的⌧実などによってもたらされる道徳的なコンࣇリクࢺが⏕じてい

る状ែにあっても、「なおもಖち⥆けることのできるような人᱁を『ၿ』（ g ut）と判定す

る」（Hab erm as  1 9 7 6 : 8 6 = 2 0 0 0 : 9 5 ）。

（㸳）஧年前にあたる 1 9 8 1 年には大ⴭ『コミュニケーション的行為の理論』が出∧されて

いる。それࡺえ、『道徳ព識とコミュニケーション的行為』はコミュニケーション論的㌿ᅇ

௨後の࢟ࢸスࢺとして位置づけることができる。

（㸴）ハーバーマスは、コミュニケーション論的㌿ᅇ௨後、⢭⚄分ᯒをとりあࡆることはな

くなっている。それࡺえ、ࢿ࣍ッࢺは、次のようにハーバーマスの思᝿の≉ᚩを述べている。

「ハーバーマスは、コミュニケーション的行為の理論をᒎ㛤するとともに、⢭⚄分ᯒとの⊃

い結びつきをやめて、࣏ス័ࢺ⩦的な道徳ព識という୍㈏したዲᶵをゎ㔘する基礎ᴫᛕと

して、ࣆア࢙ࢪやコールバーグによる発達心理学をその理論に位置づけている」（Honnet h  

2 0 1 0 : 2 5 2 - 3 ）。

（㸵）ケンࣉケスは教育学の自ᚊ性をၥ㢟にしており、ハーバーマスの理論が᪂たなᬑ㐢性

を提供するのだろうか、とၥうている。そのၥ㢟ព識は、『道徳ព識とコミュニケ―ション

行為』や討議倫理をスケッࢳすることを㏻して、かつてのゎᨺ的教育学とは␗なる視点がハ

ーバーマスから提♧されているのではないか、ということにある。

㸨㑥訳のある文⊩については、㐺ᐅཧ↷したが、ᚲ要に応じて訳はኚ᭦している。

࠙ᘬ⏝文⊩ࠚ

ὸ἟ⱱ( 1 9 8 8 )「価値観発達と教育――コールバーグからハーバーマス࡬――」『⪷㊰ຍ┳護

大学⣖要』第 1 4 ᕳ

ୖᆅ᏶἞࣭藤井佳世࣭ᑠᯘ大♸࣭⃝⏣⛱ ( 2 0 1 4 )「道徳教育という観点からみた討議倫理学の

ㄢ㢟とព⩏」『⌰⌫大学教育学㒊⣖要』第 8 4 㞟
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F ors t ,R . ( 2 0 0 9 )  D is kurs et h ik,in B runkh ors t ,H. ,K reide,R . ,L af ont ,C .  ( Hrs g . ) , H ab ermas H andb uch , 

J . B . M et z l er.

Hab erm as ,J .  ( 1 9 7 6 )  Rek onstruk tion des H istorisch en Materialismus,Suh rkam p .㸻 2 0 0 0 （ΎỈከྜྷ監

訳）『史的၏≀論の෌ᵓ成』ἲᨻ大学出∧ᒁ

Hab erm as ,J .  ( 1 9 8 3 )  Moralb ew uß tsein und k ommunik ativ es H andeln,Suh rkam p .㸻 2 0 0 0 （୕ᓥ᠇୍௚

訳）『道徳ព識とコミュニケーション行為』ᒾἼ᭩ᗑ

Hab erm as ,J . ( 1 9 8 5 )  D ie N eue U nü b ersich tlich k eit,  Suh rkam p . = 1 9 9 5 （Ἑୖ倫㐓監訳）『᪂たなる୙

㏱᫂性』ᯇ⡱社

Hab erm as ,J . ( 1 9 9 1 )  E rlä uterungen z ur D isk urseth ik ,Suh rkam p .㸻2 0 0 5 （ΎỈከྜྷ࣭ᮅ಴㍤୍訳）

『討議倫理』ἲᨻ大学出∧ᒁ

Honnet h ,A . ( 2 0 1 0 )  D as ich  im W ir, Suh rkam p .  

K em p kes ,H. L . ( 1 9 9 2 )  U niv ers al is t is c h e R ec h t f ert ig ung  der P aedag og ik und dieT h eorie Hab erm as ’, in

P aedagogisch e Rundsch au,4 6 .  

K oh l b erg ,L . ,L ev ine,C . ,Hew er,A . ( 1 9 8 3 )  Moral Stage:A Current Formulation and a Response to 

Critics,K arg er A G . = 1 9 9 2 （∦℩୍⏨࣭高ᶫᚁோ訳）『道徳性の発達段階――コールバーグ

理論をめࡄる論த࡬のᅇ⟅――』᪂᭙社

M c C art h y ,T . ( 1 9 9 5 )  T rans l at or’s  I nt roduc t ion, in Communication and th e E v olution of  Society ( b y  

H ab ermas) , P ol it y  P res s .  

永野重史（1 9 8 7 ）「序」L .コールバーグⴭ（永野重史監訳）『道徳性のᙧ成――認▱発達的

アࣟࣉーࢳ』᪂᭙社

す野┿⏤⨾（1 9 9 8 ）「ハーバーマスの討議倫理学における道徳的観点の᳨討」教育哲学会⦅

『教育哲学研究』第 7 7 ྕ

野ᖹៅ஧( 2 0 0 5 ) 「道徳ᤵᴗにおけるබඹ性ព識のᙧ成――J .ハーバーマスと L .コールバーグ

のẚ㍑から――」『ᐩᒣ大学教育実㊶⥲ྜࢭンࢱー⣖要』N o. 6 .

N odding s ,N . ( 1 9 8 4 )  Caring, U niv ers it y  of  C al if ornia P res s . = 1 9 9 7 （立ᒣၿᗣ࣭ᯘᗣ成࣭ΎỈ重ᶞ࣭

ᐑᓮᏹ志࣭᪂ⱱஅ訳）『ケアリング 倫理と道徳の教育――女性の観点から』᫭ὒ᭩ᡣ

P ap as t eh anou,M . ( 1 9 9 9 )  D is c ours e T h eory  and it s  I m p l ic at ions  f or P h il os op h y  of  E duc at ion, in 

J ournal of  P h ilosoph y  of  E ducation,v ol . 3 3 ,N o. 3 .  

Ώ㑓‶( 2 0 0 2 )「自ᕫᙧ成࣏ࢺスとしての『教ᐊという社会』の෌ᵓ⠏――『ඹ⏕』に基┙を

おく道徳教育のྍ能性――」『教育哲学研究』第 8 5 ྕ

Ώ㑓‶ ( 2 0 0 6 ) 「心に響く道徳ᣦ導࡬向けたᕤኵのあり方について ( 2 ) :ヰしྜいά動を基┙に

した道徳ᤵᴗをめࡊして」『教育研究論ྀ』7 ᕳ

㝃グ㸸ᮏ研究は、研究分ᢸ者としてཧຍしたᖹ成 2 4 㹼2 6 年ᗘ⛉学研究㈝ຓ成஦ᴗ（基┙

研究（B ））「ヰしྜいά動を重視した道徳ᤵᴗの᰿ᮏ原理となる批判的討議倫理学の理論

的基礎研究」（ㄢ㢟␒ྕ 2 4 3 3 0 2 4 8 ）の研究成果の୍㒊である。

⸨஭　ెୡ112

また、討議倫理学と道徳教育の関ಀについて考察したものとして、す野（ 1 9 9 8 ）がある。

ただし、す野（1 9 9 8 ）は、コールバーグとの関ಀについて論じてはいない。ヲ⣽は、ୖᆅ௚

（2 0 1 4 ）をཧ↷のこと。

（㸱）訳者であるマッ࢝ーシーは、᭩名を『史的၏≀論の෌ᵓ成』ではなく、『コミュニケ

ーションと社会㐍化（C om m unic at ion and t h e E v ol ut ion of  Soc iet y ）』と㢟している。そこに

は、『史的၏≀論の෌ᵓ成』には収められていない「ᬑ㐢的ㄒ⏝論とは何か」が収められて

おり、1 9 7 0 年代௨後のハーバーマス思᝿の≉ᚩを♧した࢟ࢸスࢺになっている。訳者によ

る࢖ンࢲࣟࢺクションのなかで、ハーバーマスが自ᚊにὀ┠していることについて、次のよ

うに述べている。「基礎的な心理学ᴫᛕが、社会経῭のᴫᛕを⤫ྜすべきであるというึᮇ

、学ὴの≉ᚩであった。なぜなら、自ᚊした自ᡃとゎᨺされた社会の視点はࢺルࣇンクࣛࣇ

ᮏ㉁的に஫いに౫Ꮡしあっているからである」（M c C art h y  1 9 9 5 : x ix ）。

（㸲）ハーバーマスは、このような段階における人᱁について次のように述べている。超自

ᡃのࢧンクションやእ的⌧実などによってもたらされる道徳的なコンࣇリクࢺが⏕じてい

る状ែにあっても、「なおもಖち⥆けることのできるような人᱁を『ၿ』（ g ut）と判定す

る」（Hab erm as  1 9 7 6 : 8 6 = 2 0 0 0 : 9 5 ）。

（㸳）஧年前にあたる 1 9 8 1 年には大ⴭ『コミュニケーション的行為の理論』が出∧されて

いる。それࡺえ、『道徳ព識とコミュニケーション的行為』はコミュニケーション論的㌿ᅇ

௨後の࢟ࢸスࢺとして位置づけることができる。

（㸴）ハーバーマスは、コミュニケーション論的㌿ᅇ௨後、⢭⚄分ᯒをとりあࡆることはな

くなっている。それࡺえ、ࢿ࣍ッࢺは、次のようにハーバーマスの思᝿の≉ᚩを述べている。

「ハーバーマスは、コミュニケーション的行為の理論をᒎ㛤するとともに、⢭⚄分ᯒとの⊃

い結びつきをやめて、࣏ス័ࢺ⩦的な道徳ព識という୍㈏したዲᶵをゎ㔘する基礎ᴫᛕと

して、ࣆア࢙ࢪやコールバーグによる発達心理学をその理論に位置づけている」（Honnet h  

2 0 1 0 : 2 5 2 - 3 ）。

（㸵）ケンࣉケスは教育学の自ᚊ性をၥ㢟にしており、ハーバーマスの理論が᪂たなᬑ㐢性

を提供するのだろうか、とၥうている。そのၥ㢟ព識は、『道徳ព識とコミュニケ―ション

行為』や討議倫理をスケッࢳすることを㏻して、かつてのゎᨺ的教育学とは␗なる視点がハ

ーバーマスから提♧されているのではないか、ということにある。

㸨㑥訳のある文⊩については、㐺ᐅཧ↷したが、ᚲ要に応じて訳はኚ᭦している。

࠙ᘬ⏝文⊩ࠚ

ὸ἟ⱱ( 1 9 8 8 )「価値観発達と教育――コールバーグからハーバーマス࡬――」『⪷㊰ຍ┳護

大学⣖要』第 1 4 ᕳ

ୖᆅ᏶἞࣭藤井佳世࣭ᑠᯘ大♸࣭⃝⏣⛱ ( 2 0 1 4 )「道徳教育という観点からみた討議倫理学の

ㄢ㢟とព⩏」『⌰⌫大学教育学㒊⣖要』第 8 4 㞟




